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糖尿病治療薬のご紹介 

 

糖尿病治療薬には下の表にあるものやインスリン製剤があります。 

それぞれの薬の作用や特徴についてご紹介いたします。 

 

 名称 一般名 作用 主な副作用・注意 

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
改
善
薬 

ビグアナイド薬 メトホルミン塩酸

塩、ブホルミン塩

酸塩 など 

肝臓から糖の放出を抑える、インス

リンに対するからだの感受性を高め

るなどの作用により、血糖値を下げ

ます。 

乳酸アシドーシ

ス、ヨード造影剤

使用時には一時

中止 

チアゾリン薬 ピオグリタゾン塩

酸塩 

骨格筋・肝臓でインスリン感受性を

改善します。 

浮腫、体重増加、

心不全の悪化 

イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進
系 

スルホニル尿

素薬(SU薬) 

アセトヘキサミド、

グリクラジド、グリ

ベンクラミド、グリ

メピリド など 

膵β細胞のスルホニル尿素受容体に

結合し、インスリン分泌を刺激しま

す。 

重篤かつ遷延性

の低血糖、体重増

加 

グリニド薬 ナテグリニド、ミチ

グリニドカルシウ

ム水和物 など 

膵β細胞のスルホニル尿素受容体に

結合し、インスリン分泌を促進しま

す。SU 薬と比べて吸収や血中から

の消失が速いです。 

低血糖 

グリミン系 イメグリミン塩酸

塩 

ミトコンドリア作用を介して 2 つの

方法で血糖を下げます。 

① 膵β細胞で血糖値が高いときに

インスリン分泌を促します。ま

た、膵β細胞を保護します。 

② 肝臓・骨格筋での糖代謝を改善

します（糖新生抑制・糖取り込み

能改善によるインスリン抵抗性

改善） 

悪心、下痢、便秘、

低血糖 

※SU 薬との併用

の場合、特に低血

糖に注意が必要

です。 

※ビグアナイド薬

と作用機序の一

部が共通している

可能性があるの

で両剤を併用した

場合、他の薬剤と

の併用時に比べ

消化器症状がで
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やすくなります。 

イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬 

DPP-4阻害薬 シタグリプチンリ

ン酸塩水和物、ビ

ルダグリプチン、

アログリプチン安

息香酸塩 など 

インクレチンを不活性化する酵素

DPP-4を阻害します。 

SU 薬との併用で

低血糖 

GLP-1 受容体

作動薬 

リラグルチド、エキ

セナチド、リキシセ

ナチド など 

GLP-1 と類似した構造をもってい

ますが、DPP-4 に分解されにくい

です。インスリン分泌を促進、グルカ

ゴン分泌を抑制します。 

SU 薬またはイン

スリンとの併用で

低血糖、下痢、便

秘、悪心 

糖
吸
収
・排
泄
調
節
系 

α-グルコシダ

ーゼ阻害薬 

アカルボース、ボ

グリボース、ミグリ

トール など 

小腸において二糖類を単糖類に分

解する酵素であるα-グルコシダー

ゼの活性を低下させ糖の吸収を遅

らせます。 

腹部膨満感、放屁

の増加、下痢、肝

障害、SU 薬やイ

ンスリンとの併用

で低血糖 

SGLT2 阻害

薬 

イプラグリフロジ

ン L-プロリン、ダ

パグリフロジンプ

ロピレングリコー

ル水和物 など 

糖の再吸収を阻害し、糖を血中へ戻

さず、尿中へ排出することで、血糖

値を低下させます。 

尿路感染症、性器

感染症、多尿、脱

水、脳梗塞、ケトア

シドーシス、皮膚

症状（皮疹など）、

インスリンとの併

用で重症低血糖 

 

【インスリン製剤】 

インスリン製剤には次のような種類があります。 

それぞれを組み合わせることにより正常のインスリン分泌に近づけます。 

主な副作用や注意点としては、低血糖、過敏症が挙げられます。 

 

 分類 作用時間 

インスリンの追加分泌を補う 超速効型 注射後すぐに効き始め、作用が最も短いです。 

速効型 注射後30分程度で効き始め、超速効型と比べて

ゆっくりと効きます。 

インスリンの基礎分泌を補う 中間型 注射後ゆっくりと効き始め、ほぼ 1 日効果があり

ます。 

持続型溶解 ほとんどピークがなく、中間型よりも長く効きま
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す。ほぼ 1日安定して効果があります。 

インスリンの追加分泌と基礎分

泌を補う 

混合型 超速効型や速効型と、中間型インスリン製剤の混

合製剤。 

配合溶解型 超速効型と持効型溶解インスリン製剤の配合製

剤。 
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